
教育と福祉の連携

２．障害のある人の生涯学習について

文部科学省
「障害者の生涯を通じた多様な学習活動
の充実について」より



障害のある人の生涯学習の場「スウプノアカデミア」

障害のある人の“まなび”の場を考える活動です。

学校を卒業してからも、好きなことに取り組んだり、

仲間を見つけたりすることができる場をつくっています。

３．宮城県・仙台市内の事例の紹介

文部科学省「学校卒業後における障害者の学びの支援推進事業」仙台市・生涯学習を通じた共生社会推進事業



３．宮城県・仙台市内の事例の紹介



■Aさん（50代男性）

長年、企業で清掃の仕事に従事しているAさん。
両親はすでに他界しているため、現在は成年後見人をつけて
グ ル ープ ホー ム で一 人暮 らし をして いま す 。
あるとき、SOUPのチラシを相談支援専門員が発見！Aさん
の職場の人とグループホームの支援員が連携し、生涯学習プ
ログラム「スウプノアカデミア」への参加に至りました。

Aさんは、月に1度の学びの場で、参加者やボランティアなど
多くの人に囲まれて、いきいきと活動しています。

2023年に別のグループホームへ移動した際も、移動先の支援
員と連携して、2024年度以降も継続的に参加し、余暇を満喫
しています。

事例紹介①

３．宮城県・仙台市内の事例の紹介



■Mさん（50代男性）

Mさんは絵を描くことが大好き。数年前から月１回、障害
のある人が参加できるアトリエに参加しています。「丁寧
に描いていますね、素敵ですねと褒められて嬉しい」とM
さんは、語ります。

Mさんのアトリエ利用も、相談支援専門員とグループホー
ムの支援員とSOUPが連携して実現したものです。公共交
通機関の乗り継ぎと時刻を決め、何度か練習するあいだに、
いまでは一人でもアトリエに通えるようになりました。一
時期、高齢のご両親との同居に切り替わり、お母さんが入
院したときは、連携がうまくいかず、アトリエへの参加が
できないときもありました。現在は、少し状況が落ち着い
て、参加できるようになっています。

事例紹介②

３．宮城県・仙台市内の事例の紹介



仙台市博物館
「プレイミュージアム」
などが大人気

生涯学習支援センター
「ミンナシテマザール」

３．宮城県・仙台市内の事例の紹介

宮城県美術館出張ワーク
ショップ

（会場：内沼サンクチュア

リセンター）



宮城県文化振興財団（研

修会）

（会場：宮城県民会館）

ここねっと
生涯学習プログラム
「カラフル★クラブ」

３．宮城県・仙台市内の事例の紹介



仙台市障害理解促進ポータルサイト
https://sendai-shougairikai.com/

まなびのWEB宮城
https://www.manabino-miyagi.com/

各種ポータルサイト

４．情報発信サイトのご案内

https://sendai-shougairikai.com/
https://sendai-shougairikai.com/
https://sendai-shougairikai.com/
https://www.manabino-miyagi.com/
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https://www.manabino-miyagi.com/


【報告書】令和７年度学びを通

じたみやぎの共生社会推進事業

（宮城県教育委員会）

https://www.manabino-

miyagi.com/handicap/

【冊子】『だれでも、いつでも、

学べる社会へ』（文部科学省）

https://www.mext.go.jp/a_me

nu/ikusei/gakusyushien/mext

_00601.html

冊子や報告書
【報告書】令和７年度仙台市・

生涯学習を通じた共生社会推進

事業（仙台市教育委員会）

https://soup.ableart.org/progr

am/2025nen/r7_sendai_syoug

aigakusyu/

４．情報発信サイトのご案内
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ウェブサイト
https://soup.ableart.org/

＼ぜひフォローやチャンネル登録をお願いします！／

SOUPのウェブサイト・SNS

４．情報発信サイトのご案内
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